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令和 2年 7月 22日発行 

 昨年度発生した台風１９号災害で、災害ボランティア

として長野で活動を行った方々を対象に、『台風 19 号

災害に学ぶ ～私たちにできること～』と題し、災害ボ

ランティア講座を開催しました。 

 初めて災害ボランティアに参加された方や、災害が起

こる度にボランティアに行かれていた方など、様々な方

が参加され、体験の共有を行いました。 

被災地を訪れて目にした光景、被災された方から聞い

たお話、活動を行って感じたこと等、ボランティアに行

ったからこそ見えてきた災害の実態、被災地の混乱、被

災者の疲労感などのお話を聞く事が出来ました。 

このような体験・経験をとおし、防災意識を高めたり、

いざという時に自分や家族の命を守れるような知識を

培う講座にしていけたらと考えています。 

次回の講座は、地域の方々にもご参加いただける内容

で開催いたします。詳細は裏面をご覧ください。 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『いざという時に備えよう！ 

木曽町での大規模災害。自分や家族を守れますか』 

日時：令和２年８月１日（土）13:30～15:00 

内容：災害クロスロードゲーム  

グループワーク  など 

講師：長野県社会福祉協議会 

申込み：参加ご希望の方は７月３０日（木）までに 

木曽町社協（26-1116）までご連絡くだ 

さい。 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ２年 ８月 ５日（水） １３：００～１６：００まで 

場    所：開田 母子健康センター 

主な相談内容：法律相談(司法書士による)･心配ごと相談･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。  

法律に関する相談を希望される方は、８月４日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。  

  

 

<社会福祉大会> 

令和元年度社会福祉大会の様子 

サロン活動  

 再開しています！ 

▲睦会 広告でゴミ箱作り ▲黒田サロン 初めての寄せ植え ▲青木町サロン 朴葉巻作り 

外出や人との交流は元気で健康に暮らしていく秘訣といわれています。 

感染予防に留意しながら、サロン活動を行っています。 

 
災害時の豆知識を学

びながら進めます。 

集中豪雨や地震などの自然災害が頻繁

になってきた今、災害に備えておくこと

は重要です。 

第 2 回目の災害ボランティア講座は、

いざという時、自分や家族の命を守る行

動がとれるよう、災害の豆知識について

学びます。 

大勢の皆さまのご参加をお待ちしてい

ます。 

～♬コロナ禍
か

でも変わらぬつながりを♬～ 

 町組サロンでは、毎年サロンで朴葉巻作りを楽し

んでいます。今年はコロナの影響で、これまで行っ

てきた朴葉巻作りのやり方では、参加されるサロン

の人数も多く感染予防ができないため、少人数で朴

葉巻を作りサロンのメンバーに配りました。 

 集まれない時期には、サロンの皆さんに声をか

け、マスクを手作りして地域の方に配ったり、社協

に寄付してくださいました。 

「去年と同じ」が通用しない中でも地域のつながり

を保つ工夫をされています。 

 


